
「隣の席になって気付いた本当の姿」  
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私は小学 1 年生から 6 年生まで同じクラスの子がいました。他にも 2、 3 人いたのです

が、その子は他の子とは少し違った子で、いわゆる障がい者でした。皆さんは障がい者の方

に対して、怖い、気持ち悪いなどといった偏見を持っていませんか？私は、自分では持って

はいけないと思っていてもどうしても持ってしまいます。今回の感話では、その子と出会っ

て自分が学んだ事、そしてこれからはどうしていく事が大切かを考えていきたいと思います。 

その子は 1 年生から 3 年生までは、けやき学級という障がいを持った子が集まって勉強

する所で過ごしていたため、あまり関わりはありませんでした。しかし、 4 年生になってか

らは、その子も自分達のクラスで過ごすようになり、一緒に過ごしていく事が多くなってい

きました。しかし、その子はよく独り言を言ったり、不思議な行動をとったりしていたので

クラスの輪には入れていませんでした。よく男子からは、「がい児がい児」とからかわれてい

たり、その子にぶつかったりすると、「うわ、汚れた」という人も多くいました。実際私はそ

のような事はしませんでしたが、正直なことを言うと、心の中ではあまり関わりたくないと

思っていました。そう思っていた矢先、席替えでその子と隣の席になってしまい、「嫌だな」

と思った事を今でも覚えています。そして、私はその気持ちをおさえきれず、その子にバレ

ないように少し机を離したり、通路を挟んだ隣の子と喋ったりしていました。本当に早く席

替えをしたいという一心でした。しかしその時は、まだその子の優しさに気付いていない自

分がいて、そのように思っていました。しばらくたってから、その子は優しい良い人なんだ

なと実感する事がありました。落とした消しゴムを拾ってくれたり、字が上手だねとほめて

くれたり・・・。そのような出来事を通して、今までの自分の考えや行動は間違っていたな

と思い、今までひどい事をしてきた自分が情けなくなりました。私は今まで、その子を表面

上、見た目だけで判断して、障がい者というレッテルを勝手に貼っていました。しかし、障

がいを持っているけれど本当は優しい子なんだなと気付かされました。そして、やはり関わ

らないと分からないその人の本当の姿があるという事を深く実感しました。それから私はそ

の子と以前よりも喋るようになり、隣が嫌だと思う気持ちはだんだんとなくなっていきまし

た。  

しかし、まだ男子からのからかいは消えず、ある時その子が、いつも自分をからかって

くる２人の男子に対抗して叩いたり、けったりなどの激しいケンカが起きました。最終的に

は先生が止めに来てケンカは終わりましたが、その子は初めて皆に涙を見せました。きっと

それは悔しく悲しい涙だったと思います。「なりたくて障がい者になったわけではないのに、

自分が障がい者だからと言って皆にからかわれて悲しい」。その涙が私にはそう訴えているよ

うに見えました。実際その後もその子へのからかいが消える事はなく、卒業するまで続きま

した。今思えば、もし私があの時「その子は優しい子だよ」と言っていれば、その子へのか

らかいは消えていたかもしれません。  

私がみなさんに伝えたい事は、障がい者の方をただ見た目だけで障がい者と判断したり、



怖いや気持ち悪いなどのイメージを持って欲しくないという事です。そして、体に障がいを

持っているだけであって、その人にも優しさや面白さがあり、私たちと何も変わらないとい

う事です。もし私がその子の様に障がいを持っている立場だったら、辛くて周囲の人の目が

怖いと思います。そんな思いはしたくないし、させて欲しくありません。これから街や電車

の中で障がい者の方を見かけても、偏見を持たず、普通に接していきたいです。  


